
福島大学 ２０１８年度 主な海外研修プログラム 
 

 

 

 

 

ヨーロッパへの窓口  ドイツ研修旅行 
 

訪問期間 2019 年 2 月 24 日（日）～3月 30 日（土）（予定） 

 

 

 

 

主な内容 春休みを利用し、ドイツで約５週間の滞在 
 ドイツの文化を知り、 

世界中から集まった学生達と共に学習・交流会を開き、 

 現地の家庭にホームステイし、 

ドイツを巡る観光をする予定です。 
 

 参加者の希望に合わせて、細かいプログラムをみなさんと一緒に特別演習「実践ドイツ語演習１」（後

期、金５）で準備する予定です。 
 

学生の必要なコスト ３５万円程度    

（奨学金（4万円）が支給される可能です。詳細は後ほど適当な時期に再度お知らせします。） 

 

重要な日付・締め切り、集合場所 

 2018 年 5月 22 日（火）１２時１５分～１２時４５分 S２２号室  説明会 

 2018 年 6月 15 日（金） プログラム希望調査、保護者の同意書の提出期限（締切厳守） 

 2018 年 7 月 11 日（水）１２時１５分～ 経済棟１F 多文化ラウンジ 第 1 回フライト予約（早割） 

 

単位認定 

 この研修により本学の特別演習「実践ドイツ語演習１」、「実践ドイツ語演習２」及びドイツ語中級・

上級の授業の単位に代えることができます。ただし、中級・上級の授業の単位は初級 4単位取得済みの者

のみ。「実践ドイツ語演習１」の単位は 2年生以上の者のみ。「実践ドイツ語演習２」は「実践ドイツ語

演習１」単位取得済みの者のみ。 

詳しいことは各学類・コースの学習案内の「関係規定等」を読んでください。 

「実践ドイツ語演習２」の履修登録は 4 月ですが，ドイツにはその前の 2 月・3 月に渡航し学んできます。 

（製作：2018.05.03）a 
 

 

問い合わせ先：経済経営学類 GunskevonKölln 

http://tiki.gunskevonkoelln.com/tanki_start 

毎週火・木 12:30～12:45、S２２号室 

       お問い合わせ・申し込みはこちらまで 

希望者は 

説明会に必ず参加してください。 



ドイツでの短期語学・多文化交流プログラム 
 

初めての海外旅行は不安な気持ちでしょう。ですからこのプログラムをお勧めます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなさん、是非ご参加ください。 

 
 

ドイツ留学の問い合わせ先 

M. Gunske von Kölln 

福島大学経済経営学類 621 号室 

 

 
 

福島大学の学術交流協定結校： ルール大学ボーフム 

 

 
 

 

 

製作者：Martina Gunske von Kölln © 2018 

 

期間： 

２０１９年２月・３月（５週間） 

 

内容： 

 ドイツ語の勉強 

 ドイツ人の学生との国際交流 

 観光 

 

参加者の人数： 福大生（１０人） 

 

費用：約３５万円 

受講料：約５万円、 

ホームステイ費：約５万円 

電車･バス定期券：約１万円、 

フライト：１０万～２５万円 

観光、買い物等：人によって違う 

（食べ物・飲み物の値段は福島よりやや安い。） 

 

土・日曜日：観光（optional） 

毎年、参加者の興味によって行き先が違います。 

 

 遠足（案１）：Essen 市にある「森の幼稚園」見学 

 遠足（案２）：首都 Berlin（金曜日午後から日曜日夜まで２日半の旅行） 

 遠足（案３）：Rhein 川で川下り 

 遠足（案４）：「ドイツ自然エネルギー政策と街づくり」モデル街の見学 

遠足（案５～）：参加者の希望もお待ちしております！ 
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FAQ： 

８月ドイツまでのフライトが高いので、このプログラムは春休みになりました。 

このプログラムには日本語が話せる引率教人がいます。 

 

ご質問がある学生には毎週火・木の昼休み中 S２２号室でお待ちしています。 

 

単位認定 
 

 この研修により本学のドイツ語の中級・上級及

び「特演 実践ドイツ語演習２」の授業の単位の

代わりにすることができます（ただし、初級 4 単

位取得済みの者のみ）。詳しいことは各学類・コ

ースの学習案内の「関係規定等」を読んで、ｸﾞﾝ

ｽｹﾌｫﾝｹﾙﾝと相談してください。 


